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Ａ．世紀末――ファンタジーの開花
　ジョン・ウィリアム・ウォーターハウス画

　＜パンドラの箱＞　1896 年／個人蔵

【以下引用】
ギリシア神話で、プロメテウスはゼウスから火を盗んで

人間に与える。それを怒ったゼウスは人間に災厄を与える

ためにパンドラ（美女。引用者注）をつくった。パンドラは

あけてはならないといって（［エピメテウス＝プロメテウスの

弟］から。引用者注）渡された箱（実際には瓶であるらしい。原注）

をあけてしまい、あらゆる災い、悪霊が世の中に飛び出し

てしまう。ただ瓶の縁に＜希望＞だけがとまっていた。

ウォーターハウス（19 世紀イギリスの画家。引用者注）は、

開けてはならない箱をのぞくパンドラを描いている。プロ

メテウスの火は近代文化（産業革命。原注）を象徴している。

古いあやしげな、魔術的、空想的なものは箱に閉じこめ、

忘れてしまったはずであった。しかし世紀末の女パンドラ

がそれを開けてしまい、ファンタジーの世界が飛び出して

くる。（以下略）

（『ヨーロッパの図像　神話・伝説とおとぎ話』

Ｐ 15 解説・監修 海野弘）
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【解説】
たいへん興味深い（絵画）解説文です。【光】プロメテウ

スの火、が象徴しているのは「産業革命」、【影】パンドラの箱、

が象徴しているのは「魔術と空想」。しかし、どんなに【影】

を抑圧しようと、人類はなぜか【影】が気になり、それをの

ぞき見ずにはいられない。海野氏の解釈に刺激され、筆者も

また主張します。「科学」全盛の現代（21 世紀）でさえ、人々

は「ＵＦＯ」や「ＵＭＡ（謎の未確認生物）」、「都市伝説」や

「心霊現象」、あるいは「パワースポット」や「幽霊スポット」

に興味を持つ、と。

要するに［光＝科学］と［影＝魔術］は、物理学で言うと

ころの「作用・反作用の法則」なのかもしれません。［光＝

押す力］が強くなればなるほど、逆説的に［影＝押し返す力］

も強くなる。具体的には［光＝産業革命］によって人々の生

活に余裕ができ、その余裕の中で［影］を「楽しむ」ことが

できるようになった、ということでしょうか。［光］が成立

するまでは、［影］の撲滅に躍起になっていたにもかかわらず。

――なるほど！　［世紀末芸術＝ 19 世紀末］とは［ルネサ

ンス＝ 15 世紀］のくり返しだったのですね。

なお、［エピメテウス＝プロメテウスの弟］ですが、要す

るに、エピメテウスは「パンドラの夫」です。［プロメテウ

ス＝兄＝文明の光］［エピメテウス＝弟＝魔術の影］。これが

海野氏の解釈です。大神ゼウスはプロメテウスによって分割

された［光と影］を、再び混合するためにパンドラを贈った、

と。

ちなみに「パンドラの箱」はもともと「エピメテウスの家」
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にあったとされ、［光と影］の分離者が「プロメテウス」で

あることを、ギリシア神話はさりげなく示唆しています。つ

まりこの物語は「ゼウスを讃える物語」ではなく、「プロメ

テウスを讃える物語」になっています。

ただし、これを「口承文芸的に」（※ 1）解釈するならば、［エ

ピメテウス＝弟＝冥王］［プロメテウス＝兄＝賢者］でもあ

ります。さらに、［冥王＝大蛇・ドラゴン］によって守られ

ている［秘宝≒パンドラの箱］はたいてい「王権の呪物」です。

北欧神話『ニーベルンゲンの歌』では、［王権の呪物＝指環］

でした（※ 2）。くり返しになりますが、「物語の古さ」の時

系列（進化系統樹）は、【古】北欧神話、→【新】ギリシア神話、

です。

※ 1  ［口承文芸的に］。「物語の古さ」の時系列は【古】［口承文芸＝ロシ

ア昔話・グリム童話・北欧神話］→【新】ギリシア神話、です。ど

ういうことかと言いますと、【古】口承文芸の地層では、「王の神秘性」

や「魔術の獲得」が語られるのに対し、【新】ギリシア神話の地層で

は、意味のわからなくなった「古い物語」が「哲学的な視点」によっ

て再解釈されていると考えられるのです。「パンドラ神話」で説明す

るならば、その哲学的な解釈は「文明」と「野蛮」の分離でしょう。

　　　確かに「哲学的な解釈」は面白いです。ですが、その根底にあった

であろう「口承文芸的な土台」を理解しないことには、「物語の成立

動機」が説明できません。それを（現代の研究者たちが）探求するのは、

ある種の「実存的な欲求」ではないかと筆者は考えております。

※ 2  ［王権の呪物＝指環］。おさらいしますと（詳細は拙著『なぞときお
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とぎ話』をご参照ください）、［賢者＝鍛冶屋のレギン＝プロメテウ

スに相当］［冥王＝悪竜ファヴニル＝エピメテウスに相当］［王権の

呪物＝指環＝【パンドラの箱】に相当］［王権の授与者＝妖精ブリュ

ンヒルド（ワルキューレ＝至高神オーディンの娘）＝パンドラに相

当（オーディン＝ゼウス）］［主人公＝英雄ジークフリート］。

　　　より「新しい」ギリシア神話では、［主人公＝英雄ジークフリート］

に相当する人物が登場しません（！）。［登場人物の増加＝発達］［登

場人物の減少＝退化］ですが、どうも筆者は「結論から強引に述べ

ている」ようです。もう一度、説明させてください。ここで言う「新

しさ」とは、その物語が記録された歴史年代（たとえば［ギリシア

神話＝紀元前 7 世紀］［ニーベルンゲンの歌＝紀元後 12 世紀］）を

問題にしているのではなく、精神医学的な「発達順序」を問題にし

ています。［口承文芸＝魔術を肯定＝より古い］［ギリシア神話＝魔

術を否定＝より新しい］というのが大まかな枠組みです。

なお、「パンドラ」の字義は「贈られた者」だそうです。

パンドラは神々によって、さまざまな美徳を贈られました。

このモチーフは『いばら姫』（グリム童話 50 番）と共通して

います（「いばら姫」は「12 人の仙女たち」から、さまざまな美徳

を贈られます。余談ですが、［いばらの森の中で眠る美女］は、［火炎

の城の中で眠る妖精ブリュンヒルド＝『ニーベルンゲンの歌』］と通底

しています）。しかしギリシア人はこの字義を、「大神ゼウス

の悪だくみによって人間に贈られた女性」と解釈します。要

するに［大神ゼウス＝ 13 番目の仙女（『いばら姫』）］であり、［大

神ゼウス＝諍
いさか

いの女神エリス（ギリシア神話『パリスの審判』）］

なのです。
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あれあれ？　筆者は［パンドラ＝光と影を混合する者］と

いうよりは、［プロメテウス＝光と影を分離する者］なので

しょうか。【影】魔術と空想の物語、に関心があると言っても、

筆者はやはり【影×影】「物語の中」にどっぷりと浸かり、「物

語そのものを楽しむ」というよりは、【影×光】「物語を対象化」

し「物語を解剖」しているのだと思います。そして、筆者が

しばしば批判されるのも、図式化して述べるのであれば、筆

者が試みる【影×光】「物語を対象化」し「物語を解剖する」

手法に対して、【影×影】「物語そのものを楽しむ」世界の人々

が、拒絶反応を示している、ということなのだと思われます。

その点、いわゆる「ＳＴＡＰ細胞事件」において、【光①】

科学者は自然に対して、どこまでも「謙虚」でなければなら

ない、【光②】科学者は自身の「感情」にふたをして、「無心に」

自然を観察しなければならない、というタブーを冒し、【影】

科学者の「願望」によって、自然を歪めて見てしまった、小

保方氏のありように筆者が引きこまれてしまったのも、ある

意味、当然のなりゆきだったと言えるのです。

要するに、筆者（とくな）の世界――【光】プロメテウス

よりも【影】パンドラが優先される――と、小保方氏の世界

――【影】パンドラよりも【光】プロメテウスが優先されな

ければならない――は、互いに交叉していたのです。要する

に、「ＳＴＡＰ細胞事件」は筆者にとって、「鏡の世界」でも

あったのです。

筆者と小保方氏は、「ふたりでひとつ」だったのかもしれ

ません。筆者は「パンドラになりたくてもなりきれず」、小

保方氏は「プロメテウスになりたくてもなりきれなかった」
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のです。世界はなんと、「ふしぎ」で満ちているのでしょう！

Ｂ．『あの日』

2016 年 1 月 28 日、小保方氏の手記『あの日』が発売さ

れました。新聞記事で知り、当初は「興味ない」と思ってい

たのですが、やはり気になり、夫にアマゾン通販で購入して

もらい、読みました。

1 週間ほどかけて読了し、認識を改めました。この本も『絶

歌』と同様、「読むべき本」「読んでよかった本」だと。

少しばかり解説を試みます。本書『パンドラの涙』は当初、

『夢みたあとで』という表題で書き始められ、メインのテー

マは「Ｂ社商法の研究」でした。書き始めたのは 2015 年 6

月だったと思います。ところがその途中で「元少年Ａ」によ

る手記『絶歌』の発売を知り、興味を持って読み始めました。

「元少年Ａ」の置かれている状況と、筆者の置かれている状

況に、奇妙な共通性を感じ、「元少年Ａ」の心情を可能な限

り「汲み取る」方向性で書き進めました。自分で言うのも何

ですが、その論述は「成功」したと考えています。

問題はむしろ「Ｂ社商法」でした。書けば書くほど内容が

複雑になってしまい、こんなものを「読まされる」読者は気

の毒だな、などと思うようになりました。そんなこんなで悩

んでいた時に、今度は小保方氏の手記『あの日』が発売され

たのです。

例によって、筆者はこの手記（『あの日』）に夢中になりま
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した。『絶歌』とは逆に、小保方氏は「応援したい相手」と

いうよりは、「倒したい相手」ではありましたが、それでも

筆者はなるべく「彼女の心情」を、推測しようと考えました。

何と言えばいいのでしょう。要するに、筆者の人格は、し

ばしば「2 人格」に分裂するようで、「人格Ａ」が責めれば「人

格Ｂ」が弁護するのです。最初は「ワードの書式」で 12 ペー

ジほどだったのが、あれよあれよと増えていき、最後は「ワー

ドの書式」で 21 ページにもなってしまいました。それをこ

のまま「はじめに」に収録するのもバランスが悪いと思うよ

うになり、思い切って、本節［Ｂ．『あの日』］を［第１章］

に仕立て直すことにしました。その代償として、古い［第１章］

であった「Ｂ社商法の研究」を、今回は割愛することにしま

した。――と思いきや、やはり未練が残り、［第４章］とい

う新しい章の中に（古い［第１章］の）エッセンスを残すこと

にしました。

なんだか「裏方のバタバタ」という、「お見苦しいところ」

を見せてしまったようですね。実は「本の体
ていさい

裁」についても、

筆者の中で「2 人格」が言い争っているのです。「人格Ｃ」は「あ

りのままに書きたい」と言い、「人格Ｄ」は「美しく書きた

い」と言っています。おそらく【Ｃ】ありのままに書いたも

の、は「下書き」のようなもので、それを整理して【Ｄ】美

しく書ける、のかもしれません。いずれにせよ、より「エネ

ルギッシュ」なのは【Ｃ】です。「人格Ｃ」が「無言」になっ

てしまった時が、筆者にとっての「店じまい」なのでしょう。

それでは今回も、よろしくお願いいたします。
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とくな のぞみ
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＊　　冒頭部分が［はじめに・Ｂ］と重複しますが、この論文の成立過

程をご理解いただき、そのままお読みください。

2016 年 1 月 28 日、小保方氏の手記『あの日』が発売

されました。新聞記事で知り、当初は「興味ない」と思っ

ていたのですが、やはり気になり、夫にアマゾン通販で購

入してもらい、読みました。

1 週間ほどかけて読了し、認識を改めました。この本も

『絶歌』と同様、「読むべき本」「読んでよかった本」だと。

既に拙著『鏡の中の少女』でも少し書きました。小保方

氏は修士時代に「あまりにも成功しすぎてしまったために」

その後の人生を「ファンタジー化」してしまったのではな

いかと。

ですが、今回の筆者の考察対象は「小保方氏」ではあり

ません。「若山教授」です。

もう一度、理研（理化学研究所）の「調査結果」を引用

します（引用サイト名。小保方氏と３人の女～若山夫人、笹井未

亡人、須田記者の反論［週刊文春］）。

「若山氏はデータの意図的な選別・指示に直接関与したと

までは認められないが、小保方氏が若山氏の過剰な期待に

応えようとして捏造を行った面（※ 1）も否定できない。

少なくとも若山氏は、小保方氏の指導監督を怠り、データ

の正当性、正確性について検証することなく、このような

捏造を誘発したと認められ、その責任は過失とはいえ極め

て重大である」。


